
平成２7年度事業報告・収支計算書 

特定非営利活動法人 アクション 



海 外 事 業 

チカラプロジェクト 
実施場所：サンバレス州オロンガポ市・パンパンガ州、ブラカン州、バタアン州、カステリヤホス行政区  

実施期間 ハサミ・カラテ・ダンスノチカラ：平成27年1月~同年12月 

実施期間 シャシンノチカラ：平成27年6月~同年10月 

実施期間 イヤシノチカラ：平成27年7月～12月 

 

 児童養護施設に入所しているこどもや路上で働くこどもが社会に出て自立することを目指す事業である。 

●チカラプロジェクト 

 

＜ハサミノチカラ（職業訓練）＞ 

本年度も日本の美容師の皆様の協力を得て、ハサミノ

チカラを実施致した。今年度は全体のヘアカットト

レーニングを6回実施し、内1回はフィリピンのヘアト

レーナーであるジュードさんとローズさんが経営して

いるヘアサロンにてトレーニングを行った。 5月から

新たに5名のこども達をオロンガポ近郊の貧困地域か

ら迎え入れ、より多くの子ども達の自立支援を計画し

ている。新たな5名のこども達はフィリピン人のチカ

ラプロジェクト担当スタッフの指導の下、毎週土曜日

午後2時～4時の2時間、アクションスタジオでヘア

カットトレーニングをしている。そして12月の上旬に

開催されたフィリピン全国の美容師が集まるイベント

“ヘアアジア”を見学し、ジュードさんやローズさんが

表彰される姿や、他のプロの美容師の技術を見て刺激

を受ける機会となった。 

グループ3ヶ月間のトレーニングを実施した。トレー

ニング受講後、筆記と実技試験に合格した場合、修了

書を受け取るプログラムとなっており、第一弾は7名

が受講し、全員が修了書を受け取ることができた。受

講者の中には修了書を受け取った後、フィリピンの労

働雇用省技術教育技能教育庁が実施している試験に合

格し、マッサージ師認定書を受け取りプロのマッサー

ジ 師 と し て 働 き は じ め た 者 も い る 。  

来年度は、通常のマッサージのクラス、そして日本の

マッサージ師によるアドバンスクラスを1月29日から3

月9日の間に修了証を持っている中で選ばれた参加者

に対して実施し、5月には2週間、フィリピン人のマッ

サージインストラクターが日本での研修に参加する予

定である。また、株式会社リジョブ様の協賛で、マニ

ラ事務所兼スタジオを設立し、マニラにある児童養護

施設で保護されている子ども達を対象にマッサージノ

チカラとハサミノチカラを実施する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ダンスノチカラとカラテノチカラ（情操教育）＞ 

本年度は、ダンスノチカラはインストラクター2名・

指導補佐1名による指導のもと、週2回のレッスンを計

289回実施した。カラテノチカラは指導補佐2名の指導

のもと、週2回のトレーニングを計197回実施した。 

＜イヤシノチカラ（職業訓練）＞ 

7月からは新たに株式会社リジョブ様の協賛でマッ

サージのトレーニングを行うイヤシノチカラが始まっ

た。フィリピン人のプロマッサージ師を講師とし、1



参加したのはオロンガポ市近郊にある7つの児童養護

施設のこども達と貧困地域で暮らすこども達の計110

名である。6月上旬のチカラリサイタル、そして11月

のファンドレイジングイベントのカラーランでは、大

勢の人の前で練習の成果を披露する事が出来た。 

来年度はカラテノチカラは今年度と同じ内容で継続

し、ダンスノチカラは各施設週一回の練習する予定で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜シャシンノチカラ（情操教育）＞ 

本年度は新たにシャシンノチカラという短期間の写真

のトレーニングを実施した。ザンバレス州に位置する

6つの児童養護施設から9名の子ども達が参加し、フィ

リピン人のプロの写真家3名から写真の撮り方を学ん

だ。アクションスタジオで2回、児童養護施設ジャイ

ラホームで1回、そしてトレーナーであるプロの写真

家のスタジオで1回のトレーニングを実施し、子ども

達も写真に対しての理解や興味を深める機会となった

と同時に、新たに自己表現の方法を学ぶことができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JICA草の根パートナー事業 
実施場所：中部ルソン地方全域（オーロラ州を除く） 

実施期間：平成27年1月～同年12月 

 

「フィリピン・中部ルソン地域における児童養護施設のこども達の健全育成と自立のための施設職員能力強化プロ

ジェクト」として、日本国際協力機構（JICA）様より委託を受けて2012年10月より開始した3ヶ年の事業である。  

開発された研修プログラムを活用し、2回目となる

ソーシャルワーカー向けのマスタートレーナー研修及

びクラスター毎のハウスペアレント向け能力強化研修

を実施した。今年度の研修では17名のソーシャルワー

カーと86名のハウスペアレントが研修を修了した。9

月29日に全員が参加する形で修了式を実施し、ソー

シャルワーカーやハウスペアレントが研修で得た学び

や成果を共有した。参加者のコメントから研修プログ

ラムの成果を測る貴重な機会にもなった。 

また、事業終了後の持続性を見据え、クラスター毎の

組織力の強化を目指した活動も引き続き実施した。更

●フィリピン・中部ルソン地域における児童養護施設

のこども達の健全育成と自立のための施設職員能力強

化プロジェクト 

 

本事業ではフィリピンの政府機関である社会福祉開発

省（DSWD）中部ルソン地域事務所と協働し、中部ル

ソン地方全域にある児童養護施設を対象にして、施設

職員であるソーシャルワーカー・ハウスペアレント

（こどもの日々のケアに直接関わる施設職員）向けの

研修プログラムを開発し、実施した。 

事業3年目となった今年度は、昨年度本事業を通じて



に、カウンターパートであるDSWD中部ルソン地域事

務所の担当職員との定例会議も継続して実施し、事業

の進捗や課題の共有、課題解決のための協議を行なう

とともに、本事業終了後のDSWD中部ルソン地域事務

所による研修プログラムの継続についても協議を重ね

た。9月29日に事業終了/引継式が執り行われ、正式に

DSWD中部ルソン地域事務所へ事業が引き継がれ、

JICAからの委託事業は終了となった。 

  

 本事業は当会の児童養護施設へ入所しているこども

達が充分なケアを受けるための支援の一環として、当

会が長年支援を実施する中で見えた課題に対してアプ

ローチするためにJICAに提案を行なった。本事業を

きっかけにフィリピンで初めて、中部ルソン地域にお

いてハウスペアレントという職種に対して基準が設け

られ、児童養護施設で働くハウスペアレントが基準に

達するための能力強化研修プログラム及び研修教材が

開発された。また、研修プログラムの実施を通じてプ

ログラムの効果についても実証され、事業終了後もプ

ログラムの存続への強い要望が各施設から寄せられて

いる。これを受け、DSWD中部ルソン地域事務所では

来年度以降も独自で予算を確保し、研修を継続してい

くことを決定した。また、DSWD本省からの事業拡大

の強い希望を受け、本事業の発展事業として、「児童

養護施設の養育体制強化を通じたこども達の成長と自

立を促進するプロジェクト」をJICAへ提案し、10月に

採択さた。そのため、来年度はマニラ首都圏へも活動

の範囲を広げ、フィリピン全土への研修プログラムの

拡大を目指した事業を行なう予定である。 

ハウスペアレント向けの研修を実施中の様子 

修了式に参加したソーシャルワーカー・ 

ハウスペアレントたち 

事業終了/引継の式典にて 

（左から代表横田、DSWD中部ルソン地域事務所 

副所長、JICAフィリピン事務所次長仲宗根様） 

ハウスペアレント向けの研修を実施中の様子 



児童養護施設のこども達に対する心理ケア事業  

実施場所：サンバレス州カステリヤホス町及びオロンガポ市オールドカバラン町  

実施期間：平成27年1月～同年12月 

 

児童養護施設のこども達が精神的に安定した生活を営むことができるよう、2012年よりこども達に対する心理ケア事

業を実施している。心理学を専門に学んだ現地スタッフがこども達のためのアクティビティを考え、施設のスタッフ

とともに活動を行なっている。また、昨年度からはこども達の自立の準備を促すためのサポートにも力を入れてい

る。 

本年度も1月～3月まで日本国際協力システム様から助

成をいただき本事業を実施した。昨年度作成したソー

シャルスキル向上を目指したプログラムを活用し、対

象施設であるジャイラホームとニニョスパグアサセン

ターのこども達に対し、目標設定と達成計画、チーム

ビルディング、自己評価などをテーマにしたアクティ

ビティやネイルアート、スポーツ大会などを実施し

た。また、助成金支援が終了した4月以降も自己資金

で活動を継続し、コミュニケーション力、チームワー

クと協力、自分にとって大切なものなどをテーマにし

たアクティビティやアートテラピーなどを実施した。

また、生活力の向上を目指し、調理を学ぶアクティビ

ティも定期的に実施した。 

支援期間の満了に伴い、ニニョスパグアサセンターへ

の支援は今年度をもって終了となった。来年度は引き

続きジャイラホームのこども達に対して支援を行なう

とともに、チカラプロジェクトの受益者にも支援の幅

を広げていきたいと考えている。  

給食支援事業 
実施場所：サンバレス州バライバイ再定住地区 

実施期間：平成26年6月～同年12月 

 

Table for Two (TFT)様から助成金を頂き、2015年6月から10ヶ月間バライバイ小学校にて栄養が不足しているこど

も達に対して給食プログラムを開始した。  

本事業では、フィリピンの教育省公認の献立を改良

し、1人30ペソの栄養のある給食を150名の栄養失調

のこども達に提供している。本事業を担当するバライ

バイ小学校の先生を筆頭に、受益者の母親約42名で7

名1グループを作り6グループに分け、1グループにつ

き1～2週間交代で調理補助として給食を作っている。

ネイルアートを練習するこども 

自分の目標を設定し、達成までの道のりを考える 

アクティビティの様子 



母親達は、毎月2回菜園の授業を小学6年生と受講し、

家庭菜園にも励んでいる。また、15名の母親が家庭菜

園で野菜を収穫したという報告もある程成果が見え始

めている。学校菜園は昨年よりも野菜の種類が増え、

敷地も拡張され、収穫量も1-2%伸びた。8、9月には

TFTの大学生メンバーを受け入れるスタディーツアー

を通して、バライバイ小学校との交流も深まった。 

来年度はバライバイ小学校用の支援継続提案書、そし

てオロンガポ市のイラム第二小学校用の新規支援提案

書をTFTへ提出し、承認された場合支援継続・開始と

なる予定である。 

女性のための所得向上支援事業 
実施場所：マニラ首都圏マラボン市、サンバレス州オロンガポ市 

実施期間：平成27年1月～同年12月 

 

当会では2009年より、こども達の生活環境をよりよくするために、母親世代を対象をした所得向上支援事業を行って

いる。活動7年目となった本年は下記の2つの活動を実施した。 

●オロンガポ市の女性のためのライブリフッド事業  

   

昨年度に引き続き、3名のお母さんとともにレジ袋を

利用してつくるバッグやポーチ、雑誌などの紙を再利

用してつくるピアス等のアクセサリー、ビーチサンダ

ルにデコレーションするデコビーサン等の商品の製作

を行った。商品は海外ボランティアとスタディツアー

の参加者に多く購入していただいたほか、当会が運営

するチャリティショップや東京近郊でのイベント等で

販売を行った。 

今年度は国内のフェアトレード＆エシカルアクセサ

リーのブランドFeliz様から業務委託を受け、ピアスや

ネックレス、ブレスレット等計1,409点の商品制作を

行なった。それに伴い、上記3名のお母さんに加え

て、新たに2名が製作者として商品づくりに携わって

くれることになった。 

来年度はFeliz商品の製作にさらに力を入れ、5名の

女性とともに今年度よりも多くの商品を製作し、日本

に届けていきたいと考えている。 

●マラボン市の女性のためのライブリフッド 

 

2009年に開始した本事業は、こどもたちが健全に成長

できる家庭環境をつくるため、また街の美化を目的に

行っている。お菓子の袋を再利用した製品「エコミス

モ」をフィリピンで製作し、日本で販売を行うこと

で、製作者であり、母親でもある女性達に適切な賃金

が支払われています。現在では約6名の女性が製作に

携わっている。 

本年度は売上の向上を目指し、スタイリストの

Felizの商品製作ワークショップの様子 

給食支援を受けるこども達 



TATSUO様のご協力のもと、全商品のリニューアル作

業を行った。 

リニューアル後には渋谷ロフト店様での販売を実施す

るなど、前年度よりも売上は伸びているため、来年度

は製作や販売の管理体制を整えることで、事業の黒字

化を目指す。 

児童養護施設ジャイラホーム支援事業 
実施場所：サンバレス州カステリヤホス行政区マグサイサイ町 

実施期間：平成27年1月～同年12月 

 

ジャイラホームはフィリピンのNGOによって設立され、孤児、虐待、育児放棄、貧困など様々な背景によって、親元

を離れたこどもたちが生活する児童養護施設である。当団体設立時の1994年から継続して支援を実施している。 

 

●パキュット基金 

 

ジャイラホームは資金不足が深刻であり、スタッフの

給料未払いが頻発している。それによりスタッフが継

続して働けないという事は、こどもたちの親代わりで

ある「ハウスペアレント」が頻繁に入れ替わるという

ことを意味し、こども達の生活面にも精神面にも悪影

響を及ぼし、こども達が健全に成長できる環境を提供

するという児童養護施設の目的を果たすことが難しく

なる。そこで、給料の支援することでスタッフを支

え、こども達が健全に成長できる環境を維持するとい

う目的で、本年度を支援最終年度として給与支援を実

施した。昨年度に引き続き ACTION 年会費に統合す

る形をとり、こども達の世話をするハウスペアレンツ

4名、スタッフ 1 名、計5名のスタッフの給与半月分を

支援しました。 ソーシャルワーカーの給料は1月から

4ヶ月間全額、4月から6ヶ月間3分の2、そして10月か

ら3ヶ月間半額の給料を支援した。 給料支援期間が終

了したため、来年度からは施設の修繕そしてチカラプ

ロジェクトのトレーニング提供という形でジャイラ

ホームの支援を継続して行っていく。 

 

<支援対象> 

1~5月： 

ハウスペアレンツ4名、ソーシャルワーカー1 名、ア

ドミニストレーション1名 

6～12月： 

ハウスペアレント2名、ソーシャルワーカー1名、アド

ミニストレーションスタッフ1名 

 

<支援金額>（P1=2.65円） 

1~3月：P28,894（76,569円） 

(ハウスペアレンツ4名、ソーシャルワーカー(全額)1 

名、アドミニストレーション1名) 

4~5月：P29,984（79,457円） 

(ハウスペアレンツ4名、ソーシャルワーカー(3分の2)

1 名、アドミニストレーション1名) 

6~9月：P23,472（62,200円） 

(ハウスペアレント2名、ソーシャルワーカー(3分の2)

1名、アドミニストレーションスタッフ1名) 

10月~12月：P19,472（51,600円） 

(ハウスペアレント2名、ソーシャルワーカー(半額)1

名、アドミニストレーションスタッフ1名) 



盲ろう学校ニニョスパグアサセンター自立支援事業 
実施場所：サンバレス州オロンガポ市オールドカバラン町 

実施期間：平成27年1月～同年12月 

 

ニニョスパグアサセンター（以下センター）は、フィリピンのNGOによって運営されている、主に盲・聾唖者を対象

とした自立支援施設である。当団体では1998年より活動の支援を行っている。 

●医療支援  

 

昨年度に引き続きセンターで生活している先天性内反

足のこども1名への支援を実施した。現在、矯正器具

を着用しての治療を継続しており、年に1回、マニラ

の病院で検診を受けている。今年度は8月に定期検診

を受け、その際の病院までの交通費や食費などの支援

を行なった。診察とレントゲン検査の結果、今回も経

過良好との診断を受けたため、来年度も矯正器具を着

用しての治療を継続し、年に1回の定期検診を受診す

る予定である。 

定期検診を受ける様子 

休まず学校に通い、勉強する機会を得ることができ

た。本支援は来年度3月末まで実施予定である。 

●教育支援 

 

前年度に引き続き、センターの元患者である聾唖のこ

ども1名に対し、学費・学用品及びプロジェクト費の

支援を行った。奨学生は3年生に進学し、友人ととも

に楽しみながら勉強をしており、学校行事へも積極的

に参加している。来年度も本生徒への奨学支援を継続

して実施する予定である。 

また、今年度は亜細亜大学ボランティアセンター様か

らご支援をいただき、センターで生活しながら公立の

学校に通うこども13名に学用品・制服および交通費の

支援を実施した。いただいたご寄付により、こども達

は自分専用の学用品や制服を受け取るとともに、毎日

新学期に合わせて学用品を受け取ったこども達 

●スタッフへの給与支援  

 

前年度に引き続き、センターでこども達の教育を

担当するスタッフ2名に対する給与支援を実施し

た。なお、支援期間の満了に伴い、本支援は今年

5月をもって終了となった。 

 

 

●バースデーカードの配布  

 

当会では2010年度より、支援者の皆様にご協力

をいただき、センターのこども達にバースデー

カードをプレゼントしている。今年度は10名の

こども達にバースデーカードを贈り、センターの

スタッフやこども達と一緒に誕生日をお祝いし

た。 



●センターの現状とアクションの今後の方針 

 

センターでは、施設の運営に必要な財源が不足してお

り、財政状況が厳しい状態が続いている。センターで

生活するこども達はそれぞれが持つ個性や特性を伸ば

しながら、社会に出て自立するために必要な知識やス

キルを身につけることが大きな助けになる。しかし、

財政難のセンターでは、衣食住・教育といった最低限

の支援を行なうことが精一杯の状況である。そこで、

アクションでは今後チカラプロジェクトを通じた支援

に焦点をあて、センターのこども達の支援を行なって

いく予定である。 

バースデーカードを受け取ったこども達と 

ハウスペアレント 

ストリートチルドレン支援事業 
実施場所：サンバレス州オロンガポ市及び周辺地域 

実施期間：平成26年1月～同年12月 

 

当団体では、2005年よりストリートチルドレン・貧困地域支援、児童の権利の啓発等の活動を行っているフィリピン

のNGOタタッグ(Tayo Ang Tinig At Gabay(TATAG) = 私達自身が声であり道である)と提携し、こども達の奨学支

援や貧困地域のインフラ整備、ライブリフッド事業の支援を行っている。 

●奨学支援プロジェクト   

 

11年目となる本事業では、今年度も奨学金支援を行っ

ているNGO団体、Growing People's Will（GPW）様

からご協力をいただき、ワーキングチルドレンや貧困

家庭のこども達に対して学費や制服・文房具代、交通

費などの支援を実施した。1月～3月は9名の奨学生

（高校生：8名・小学生：1名）へ支援を行なったが、

1名の高校生は家庭の事情により3月末で支援を終了と

なった。また、1名の奨学生は病気の治療に専念する

ため、平成28年3月末まで休学することとなった。4月

以降は7名の奨学生（高校生：6名・小学生：1名）に

奨学支援を実施した。来年度は病気療養中のこどもが

復学予定のため、8名のこども達に対して奨学支援を

実施していく。  

また、平成23年度より開始したタタッグのストリート

エデュケーター1名への奨学支援も継続して実施し、

奨学生のマラは3月28日に大学を卒業した。大学卒業

後は当会のフィリピン事務所に就職し、4月から正職

員として働き始めた。また、7月にソーシャルワー

カーの国家試験を受け、無事に合格。現在は国家資格

をもつソーシャルワーカーとして、自分と同じような

境遇のこども達を支援したいという強い志のもと、熱

心に活動を行なっている。なお、マラの卒業・国家試

験合格により、本支援は今年度をもって無事に終了と

なった。 

さらに、今年度は日本化学エネルギー産業労働組合連

合会より助成いただき、タタッグが支援するストリー

トチルドレンや貧困地域のこども達135名に学用品の

支援を行なった。 

http://www.jec-u.com/
http://www.jec-u.com/


●タタッグの現状とアクションの今後の方針 

 

タタッグは2011年にオランダの財団による支援が終了

して以降、財政状況が厳しい状態が続いている。タ

タッグの活動全体を支えてくれるスポンサーが見つか

らず、現在、貧困地域での活動やストリートチルドレ

ンのための路上での教育活動（ストリートエデュケー

ション）はほぼストップしている状態です。 

なお、当会が建物を建設した就学前児童のための学習

教室（Early Child Care Development(ECCD) Cen-

ter）は教室がある地域の母親組織によって地域毎に運

営が行なわれている。 

アクションでは来年度以降も教育支援に焦点をあて、

継続的に支援を行なっていく予定である。 

卒業式に出席したマラとお母さん 

学用品を受け取ったこども達 

国際ボランティア体験事業 

 

1995年から開始し20年目を迎えた国際ボランティア体験事業では、本年度は７つのプログラムを計14日程実施

し、総勢72名がフィリピンでの活動に参加した。社会情勢の不安定さもあり、春季は参加者の獲得に苦戦を強いられ

たが、夏季はそれぞれのプログラムのテーマの明確化を図った他、社会のニーズを汲んだ新規プログラムの企画・実

施にも年間を通して積極的に取り組んだ結果、年間の参加者数には前年度よりも増加が見られた。 

本年度の取り組みにより、改めて土台が固まったプログラムも多い為、今後も試行錯誤を繰り返しながらより充実し

たプログラムの実施を目指していく。  

●平成27年度開催プログラム一覧 

 

孤児院ボランティア 

①平成26年2月13日～2月24日 2名 

②平成26年3月11日～3月20日 3名 

③平成26年3月11日～3月30日 2名 

④平成26年9月1日～9月8日  9名 

 

孤児院「ジャイラホーム」に泊まりこみで活動する孤

児院ボランティアでは、本年は『児童福祉』という

テーマで内容の改善・強化を図り、こどもとの交流だ

けでなく、フィリピン事務局スタッフによるフィリピ

ンの児童福祉について講座等も実施した。 

 

ストリートチルドレンボランティア 

①平成26年8月18日～8月25日 13名 

②平成26年9月8日～9月15日  6名 

 



『貧困』や『国際協力』をテーマとしたストリートチ

ルドレンボランティアでは、例年同様貧困地域での

ホームステイ体験や青空教室への参加といった活動を

行い、参加者は現地での体験から、学びや考えを深め

た。テーマに対する日本社会の関心も強く、またプロ

グラムの内容も安定的に定着しつつあり、参加者数も

右肩上がりで増加している。 

 

小学校で教育ボランティア 

①平成26年9月13日～9月20日 5名 

 

本年度新たに開設した教育ボランティアでは、当会が

支援するバライバイ小学校で教育補佐や授業の企画等

を実施した。テーマが『小学校』『教育』と分かりや

すかったこともあり、教員志望の学生の参加が多く見

られた。 

 

短期インターンプログラム 

①2015年2月26日～3月2日 3名 

②2015年8月17日～8月24日 11名 

 

就職活動前の学生たちのインターンの需要の高さを受

け、支援事業地でニーズ調査やプロジェクトの企画・

立案を行う短期インターンプログラムを新たに開設し

た。プログラムには国際協力業界やNGOでの就職を希

望する学生だけでなく、語学力の向上や自らのスキル

アップを目指し参加する学生の姿も見られた。 

 

スタディツアー 

①代表引率スタディツアー  3月13日～3月16日  5名 

②社会人向け乳児院ツアー  4月30日～5月  4日  1名 

               ９月19日～9月22日  2名 

③社会人向け社会課題ツアー 4月30日～5月  4日  3名 

              9月20日～9月24日  7名 

 

本年度は新たに、乳児院ツアーと社会課題ツアーとい

う社会人をメインターゲットとしたスタディツアーを

実施した。大型連休でのツアー実施となったため、航

空券の価格が高いという課題があったが、社会人層へ

の新たなアプローチの機会となった。 

 

●学生団体、企業、有志グループ向けスタディツアー/

研修ツアー 

本年度も、当会主催のプログラムだけでなく、学生団

体や企業・有志グループ向けのスタディツアーの受入

れを行った。平成27年度の受入れ団体は以下の通りで

ある。(敬称略) 

 

・学生団体YELL 

・亜細亜大学ボランティアセンター 

・TABLE FOR TWO学生連合 

・日本化学エネルギー産業労働組合連合会(JEC連合) 

・いすゞ自動車株式会社 

 

今後も、団体やグループ単位でのスタディツアー・研

修ツアーの受入れを積極的に行っていく予定である。 

海外ボランティアの様子 



国 内 事 業 

●チャリティショップ  

 

オープンから9年目を迎えたチャリティショップです

が、本年度はお菓子の袋を再利用したフェアトレー

ド商品エコミスモと在庫が残っているフィリピン雑

貨の販売を行った。来年度は経済的困難を抱えるこ

どものための学習支援活動を実施し、日本でも団体

の活動理念に沿った活動を行う予定である。 

 

 

●「土曜学校世界を知る会（小４～6年コース）」 

 

2005年以降継続して武蔵野市からの委託を受けてい

る本講座は、本年度は武蔵野市内の小学校に通う4年

生～6年生、計17名を対象に全6回の講座を実施し

た。講座では例年同様、各回のゲスト講師による外

国文化の紹介や、異文化交流等を行い、参加したこ

ども達が様々な世界に出会う機会となった。 

本講座の特色の１つとして、フィリピンの小学生と

１対１のパートナーを組んでの文通交流があった

が、本年度は開催回数の減少に伴い手紙のやり取り

が困難となった為文通交流は行わず、最終回のskype

を通じてのリアルタイムの交流のみの実施となっ

た。事前のやり取りがない状態でskype交流当日を迎

えるのは初めての取り組みだったが、日本のこども

もフィリピンのこどももskypeが繋がるとすぐに打ち

解け、質問も多く飛び出すなど、お互いに始めての

交流を楽しんだ。 

来年度も講座の実施は決定しており、引続きskype交

流等実施をする予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校教育との協働授業実践及び講師派遣 

 

本年度は以下の学校で協働授業、講師派遣を行っ

た。小学校ではスカイプ交流、中学校ではワーク

ショップ、大学では講義での講師派遣やボランティ

アの体験談等、それぞれの学校でのニーズ、希望に

沿った内容で授業を行った。 

 

筑波大付属小学校 

墨田区立寺島中学校 

亜細亜大学 

日本女子大学 

関西学院大学 

他 

 

 

●国際協力・交流イベント及び地域イベントへの参加 

 

  4月12日（土）さかいマルシェ 

  4月18日（土）アースデイ東京 

  4月19日（日）アースデイ東京 

  5月10日（日）さかいマルシェ 

  5月23日（土）メトロポリタンロックフェスティバル 

  5月24日（日）メトロポリタンロックフェスティバル 

  6月14日（土）さかいマルシェ 

  7月19日（土）さかいマルシェ 

  8月  2日（土）さかいマルシェ 

  9月13日（土）さかいマルシェ 

10月  4日（土）グローバルフェスタ 

10月  5日（日）グローバルフェスタ 

10月31日（土）ハロウィンパレード 

11月 15日（日）MIAまつり 

スカイプで交流する様子 イベント出店の様子 








